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※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問

会
派
の
略
称

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（公 明 党）　小金井市議会公明党
（み ら い）　みらいのこがねい
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（市 民 会 議）　こがねい市民会議

（情 報 公 開）　情報公開こがねい
（改 革 連 合）　改革連合
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（市民カエル）　市民といっしょにカエル会
（緑・つながる）　緑・つながる小金井

鈴
木
成
夫

（
み
ら
い
）

台
風
19
号
接
近
に
伴
う
市
の

対
応
と
、
今
回
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
課
題
は
何
か
。

総
務
部
長　

台
風
19
号
は
、

最
大
級
の
台
風
で
あ
る
こ
と
が

気
象
予
報
で
示
さ
れ
、
市
民
か

ら
の
避
難
所
開
設
に
関
す
る
問

合
せ
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、

早
い
時
期
か
ら
避
難
所
開
設
を

検
討
し
、
10
月
10
日
に
警
戒
本

部
を
立
ち
上
げ
、
自
主
避
難
所

と
し
て
小
学
校
４
校
と
土
砂
災

害
対
応
避
難
所
と
し
て
友
愛
会

館
と
三
楽
集
会
所
を
開
設
す
る

方
針
を
決
定
し
た
。
自
主
避
難

所
に
は
水
や
食
料
、
毛
布
等
の

用
意
が
な
い
こ
と
を
中
心
に
、

多
く
の
市
民
か
ら
問
合
せ
や
苦

情
を
い
た
だ
い
た
。
い
ず
れ
も

渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

❶
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
受

け
入
れ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
住
宅
へ
の
登
録
が
進
ま
な
い
。

調
布
市
の
居
住
支
援
協
議
会

（
す
ま
い
サ
ポ
ー
ト
調
布
）
を

参
考
に
、
福
祉
と
住
宅
施
策
を

一
体
的
に
進
め
る
べ
き
。

都
市
整
備
部
長　

福
祉
部
門

や
居
住
支
援
法
人
と
連
携
し
て

始
め
た
居
住
支
援
庁
内
連
絡
会

議
を
活
用
し
て
横
断
的
な
情
報

連
携
に
努
め
、
先
進
市
の
視
察

等
も
行
い
な
が
ら
、
情
報
収
集

や
施
策
の
研
究
を
行
う
。

❷
ア
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓
練

の
実
施
強
化
と
と
も
に
、
避
難

所
で
の
生
活
を
考
え
、
飼
育
マ

ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
学
ぶ
必
要
が

あ
る
。
動
物
愛
護
週
間
な
ど
を

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

本
年
10
月
に
行
財
政
改
革
市

民
会
議
か
ら
提
出
さ
れ
た
提
言

に
は
、
市
の
行
財
政
改
革
は
不

十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ア
西
岡
市

長
就
任
後
、
自
ら
が
財
政
運
営

の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
示
し

た
経
常
収
支
比
率
が
急
激
に
悪

化
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、
市
長
が
一
番
に
掲
げ
る

「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
を
目

指
す
一
方
で
、
経
常
収
支
比
率

が
悪
化
す
る
こ
と
は
仕
方
が
な

い
と
い
う
趣
旨
の
見
解
を
示
さ

れ
た
こ
と
は
、
公
約
と
の
開
き

が
あ
り
、
市
民
に
は
受
け
入
れ

難
い
。
今
で
も
同
じ
見
解
か
。

イ
市
長
は
、
職
員
の
適
正
配
置

と
削
減
に
よ
る
人
件
費
削
減
を

宮
下　

誠

（
公
明
党
）

西
岡
市
政
４
年
間
で
、
市
議

会
が
全
会
一
致
で
可
決
し
た
決

議
は
28
件
、
そ
の
中
で
市
長
宛

て
と
明
確
に
分
か
る
も
の
は
18

件
で
あ
り
、
市
政
や
市
民
生
活

の
現
状
に
即
し
、
行
政
か
ら
の

提
案
が
不
十
分
と
す
る
指
摘
や
、

議
会
か
ら
の
具
体
的
な
提
案
、

ま
た
、
市
長
の
行
政
運
営
に
対

し
て
厳
し
く
追
及
す
る
内
容
等

で
あ
っ
た
。
ア
決
議
の
中
で
特

に
多
い
の
が
新
庁
舎
・（
仮

称
）
新
福
祉
会
館
建
設
関
連
で

あ
る
。
市
長
に
猛
省
を
促
し
、

責
任
を
問
う
決
議
等
が
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

決
議
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
う

対
応
し
た
の
か
、
総
括
的
に
問

う
。
イ
18
件
の
う
ち
問
責
決
議

は
４
件
も
あ
っ
た
。
市
長
は
、

こ
の
４
年
間
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
き
た
の
か
。

市
長　

ア
議
会
か
ら
厳
し
い

指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
は

本
年
度
末
ま
で
に
基
本
設
計
を

終
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

市
民
、
行
政
、
市
議
会
が
協
力

し
な
が
ら
、
新
庁
舎
・（
仮

称
）
新
福
祉
会
館
建
設
は
絶
対

に
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
あ
る
べ
き
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

は
、
議
会
の
多
様
な
意
見
を
ま

と
め
て
い
く
意
見
調
整
・
合
意

形
成
で
あ
り
、
庁
内
全
体
を
引

っ
張
る
役
割
が
私
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
で
あ
る
。
精
一
杯
努
力

し
て
き
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

努
力
し
て
い
く
。
な
お
、
問
責

決
議
に
つ
い
て
は
、
真
摯
に
受

け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
用
し
、
市
報
等
を
通
じ
て
積

極
的
に
市
民
へ
の
周
知
に
努
め

る
べ
き
。
イ
６
月
の
動
物
愛
護

法
改
正
に
よ
り
、
生
後
56
日
以

内
の
犬
猫
販
売
の
禁
止
、
動
物

虐
待
の
罰
則
強
化
、
販
売
業
者

に
対
す
る
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装

着
及
び
所
有
者
情
報
の
環
境
省

へ
の
登
録
等
の
義
務
、
ま
た
、

飼
い
主
へ
も
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

装
着
の
努
力
義
務
が
課
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
情
報
を
市
民
へ
周

知
・
啓
発
を
行
う
べ
き
。

総
務
部
長　

ア
機
会
を
捉
え

て
獣
医
師
会
に
相
談
し
、
講
師

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
も

含
め
、
よ
り
市
民
へ
の
情
報
提

供
を
図
れ
る
よ
う
お
願
い
し
て

い
き
た
い
。
イ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
周
知
等
、
他
市
の
周
知
方

法
も
参
考
に
研
究
す
る
。

事
前
周
知
の
不
足
が
大
き
な
原

因
と
捉
え
て
い
る
。
防
災
行
政

無
線
の
聞
こ
え
づ
ら
さ
、
担
当

課
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
可

能
な
パ
ソ
コ
ン
が
１
台
し
か
な

い
こ
と
な
ど
、
混
乱
が
多
く
、

迅
速
で
正
確
な
情
報
提
供
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
最
大
の
課

題
だ
っ
た
。
ま
た
、
市
民
の
中

に
は
、
災
害
イ
コ
ー
ル
避
難
所

と
い
う
意
識
や
、
避
難
所
に
は

物
資
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
の

意
識
を
持
っ
て
い
る
方
が
ま
だ

多
く
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
変
え

て
い
く
に
は
、
日
頃
か
ら
の
広

報
や
情
報
提
供
を
根
気
よ
く
続

け
る
し
か
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
同
時
に
、
他
市
の
施
策
等

も
研
究
し
、
よ
り
効
果
的
な
方

法
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

進
め
る
と
公
約
し
て
い
た
が
、

実
際
に
は
、
就
任
以
降
、
人
件

費
は
約
４
億
円
増
加
し
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
会

計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当

に
つ
い
て
も
、
総
務
省
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
解
釈
に
よ
る
と
、
市

の
財
政
を
考
え
れ
ば
、
段
階
的

な
対
応
が
交
渉
で
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
一
気
に
満
額
支
給

を
提
案
し
て
い
る
。
財
政
運
営

に
お
い
て
、
職
員
人
件
費
を
今

後
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
く
の
か
。

市
長　

ア
経
常
収
支
比
率
が

悪
化
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
真
摯
に
受
け
止

め
て
い
る
。
イ
大
変
厳
し
い
ご

指
摘
を
頂
い
た
。
な
お
、
職
員

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
優
秀
な

人
材
を
確
保
す
る
原
資
で
あ
る
。

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
の
確

保
は
家
族
に
と
っ
て
最
大
の
関

心
事
で
社
会
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ア
子
供

を
見
守
る
家
（
カ
ン
ガ
ル
ー
の

ポ
ケ
ッ
ト
）
の
現
状
と
今
後
の

方
向
性
は
。
イ
下
校
時
の
見
守

り
体
制
は
。
ウ
防
災
行
政
無
線

で
の
ふ
れ
あ
い
メ
ロ
デ
ィ
の
活

用
を
。
エ
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
条
例
の
具
体
的
動
向
は
。

オ
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
の
現
状

と
利
用
拡
大
へ
の
取
組
は
。
カ

わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
の
現
状

は
。
キ
民
間
事
業
者
と
の
連
携

の
現
時
点
の
動
向
は
。

学
校
教
育
部
長　

ア
登
録
件

数
は
11
月
１
日
現
在
で
千
191
件

で
あ
る
。
相
談
す
る
場
所
が
２

か
所
で
あ
り
、
今
後
、
こ
れ
ら

の
検
討
を
考
え
て
い
る
。
イ
各

小
学
校
の
通
学
路
安
全
点
検
結

果
を
盛
り
込
み
、
通
学
路
安
全

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
。

総
務
部
長　

ウ
引
き
続
き
ふ

れ
あ
い
メ
ロ
デ
ィ
の
目
的
を
市

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し

た
い
。
エ
こ
き
ん
ち
ゃ
ん
あ
い

さ
つ
運
動
の
更
な
る
周
知
を
図

り
た
い
。
オ
11
月
１
日
現
在
の

登
録
者
は
約
１
万
千
370
件
で
、

引
き
続
き
広
く
市
民
の
皆
様
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
周
知
に
努
め

る
。
カ
小
金
井
警
察
署
で
募
っ

て
お
り
、
申
込
み
を
し
た
団
体

に
は
犬
の
リ
ー
ド
に
付
け
る
パ

ト
ロ
ー
ル
グ
ッ
ズ
を
貸
与
し
て

い
る
。
キ
市
内
11
の
事
業
者
に

対
し
、
犯
罪
や
火
災
情
報
の
通

知
体
制
を
確
立
し
て
い
る
。

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

今
年
の
秋
の
運
動
会
は
、
日

差
し
も
強
く
暑
い
中
で
開
催
さ

れ
た
。
市
で
は
、
各
小
・
中
学

校
に
３
張
か
ら
６
張
、
地
域
安

全
課
で
は
20
張
所
有
し
て
お
り
、

単
純
計
算
で
も
合
計
62
張
以
上

の
テ
ン
ト
所
有
が
確
認
さ
れ
る
。

市
内
14
の
小
・
中
学
校
が
同
じ

日
に
運
動
会
を
開
催
す
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
対
応
を
仕
組

み
化
し
て
来
年
度
か
ら
の
運
動

会
で
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ア
市
内
の
小
学
校
で
の
運
動
会

で
の
対
応
は
。
イ
市
所
有
の
テ

ン
ト
を
運
動
会
に
貸
し
出
せ
な

い
か
。
ウ
町
内
会
や
自
主
防
災

会
な
ど
に
テ
ン
ト
の
貸
出
し
を

要
請
で
き
な
い
か
。
エ
テ
ン
ト

の
運
搬
も
課
題
と
な
る
と
思
う

斎
藤
康
夫

（
市
民
会
議
）

基
本
設
計
で
は
、
新
庁
舎
が

免
震
構
造
、（
仮
称
）
新
福
祉

会
館
は
耐
震
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
同
時
期
に
一
体
と
し
て
建

設
す
る
建
物
の
耐
震
シ
ス
テ
ム

を
別
構
造
と
す
る
の
は
「
船
頭

が
多
く
て
船
が
山
に
登
っ
た
」

状
態
で
あ
る
。
福
祉
会
館
の
利

用
者
は
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、

子
ど
も
等
で
あ
る
。
震
度
６
や

７
の
地
震
に
対
し
、
耐
震
構
造

で
建
物
自
体
は
損
傷
を
受
け
な

く
と
も
、
人
間
は
立
っ
て
お
ら

れ
ず
、
家
具
、
什
器
や
備
品
が

転
倒
す
る
よ
う
な
揺
れ
に
見
舞

わ
れ
、
機
能
回
復
に
も
時
間
や

費
用
が
か
か
る
。
そ
れ
に
対
し
、

庁
舎
は
免
震
構
造
に
よ
り
職
員

は
守
ら
れ
る
。
新
庁
舎
と
（
仮

称
）
新
福
祉
会
館
を
違
う
耐
震

シ
ス
テ
ム
と
す
る
こ
と
の
合
理

的
、
人
道
的
理
由
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。
震
災
後
の
福
祉
会
館

の
機
能
回
復
ま
で
ど
の
よ
う
に

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
の

か
。
福
祉
会
館
の
利
用
者
に
大

地
震
の
揺
れ
の
危
険
性
、
恐
怖

を
感
じ
さ
せ
て
よ
い
の
か
。

市
長　
（
仮
称
）
新
福
祉
会

館
は
、
総
合
耐
震
計
画
基
準
で

は
耐
震
重
要
度
係
数
が
Ⅱ
類
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、

Ⅰ
類
を
目
指
し
て
耐
震
性
能
の

向
上
が
含
ま
れ
て
お
り
、
早
期

竣
工
を
求
め
る
声
に
適
切
に
お

応
え
で
き
る
連
結
免
制
震
を
採

用
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る

と
、
熟
慮
の
末
判
断
し
た
。
こ

の
基
本
設
計
を
確
実
に
成
し
遂

げ
て
い
け
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

が
、
協
力
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長　

ア
要
望
は

以
前
よ
り
あ
る
が
、
全
て
の
児

童
が
テ
ン
ト
の
下
に
入
れ
る
状

況
で
は
な
か
っ
た
。

総
務
部
長　

イ
事
前
に
調
整

し
、
必
要
に
応
じ
て
貸
し
出
し

た
い
。
ウ
協
力
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

エ
学
校
関
係
者
や
市
の
職
員
で

運
搬
の
手
伝
い
を
検
討
し
た
い
。

現状では一部の生徒しか
テントに入れない

https://www.youtube.com/user/koganeishigikai
市議会の本会議・委員会等の様子をYouTubeで配信しています。

高
齢
者
・
障
が
い
者
の

住
宅
施
策
と
ペ
ッ
ト
防
災

防
災
の
要
、「
自
助
」と

「
近
助
」の
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